
日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月 843

テ　−　マ：腹腔鏡下大腸切除術
目　　　的：腹腔鏡下大腸切除における Advanced Techniqueの習得

当番世話人：宮島 伸宜（聖マリアンナ医科大学東横病院）
講　　　師：國場 幸均（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）
　　　　　　福長 洋介（がん研有明病院）
　　　　　　松田 　宙（大阪府立急性期・総合医療センター）
　　　　　　山口 高史（独立行政法人国立病院機構京都医療センター）
　　　　　　渡邊 昌彦（北里大学医学部）　　　　　　　　　　　（五十音順）

共　　　催：腹腔鏡下大腸切除研究会
　　　　　　コヴィディエン ジャパン株式会社
後　　　援：日本内視鏡外科学会
　　　　　　大腸癌研究会

会　　　期：2013年 1月 12日（土）
会　　　場：コヴィディエン ジャパン A.T.C.
　　　　　　静岡県富士宮市外神東町 118-1 （Tel：0544-58-7733）
　　　　　　新幹線「新富士駅」下車，車で 30分
募 集 人 員：30名（2～3名 1組でご応募下さい）
　　　　　　定員になり次第，締め切らせて頂きます．
参 加 費 用：50,000円 
　　　　　　※宿泊料金と交通費は含まれておりません．参加費は当日お支払下さい．
　　　　　　※前泊先として会場付近のホテルを用意致します（8,000円程度）

申 込 方 法：申込用紙にご記入の上，下記まで Faxにてお申し込み下さい．
　　　　　　※申込用紙が必要な方は Faxにてご連絡下さい．
　　　　　　コヴィディエン ジャパン株式会社
　　　　　　PACE　大澤　勉
　　　　　　Fax：03-5717-1279（Tel：03-5717-1231）

第 36 回腹腔鏡下大腸切除研究会講習会
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日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月844 日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月

目　的：腹腔鏡下胃切除術の基本操作から標準術式までを習得する
講　師：木下 敬弘　（国立がん研究センター東病院）
　　　　小嶋 一幸　（東京医科歯科大学低侵襲医学研究センター）
　　　　桜本 信一　（北里大学　外科）
　　　　福永　哲 　（聖マリアンナ医科大学　消化器・一般外科）
　　　　吉川 貴己　（神奈川県立がんセンター　胃食道外科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順敬称略）　
主　催：関東腹腔鏡下胃切除研究会
共　催：コヴィディエン ジャパン株式会社　
後　援：日本内視鏡外科学会

会　期：2013年 2月 16日（土）　8：00～16：00
会　場：富士宮 ATC （Advanced Training Center）
　　　　静岡県富士宮市外神東町 118-1 （Tel：0544-58-7733）
　　　　新幹線「新富士駅」下車，車で 30分 
募集人数：医師；30名（2～3名 1組でご応募下さい）
参加費用：一人；50,000円（宿泊料金と交通費は含まれておりません．）
　　　　　当日現金にてお支払いいただき，領収書をお渡しいたします．
　　　　　前泊先として会場付近のホテルを用意致します．（8,000円程度）
申込方法：申込用紙にご記入の上，下記まで Faxにてお申し込み下さい．
　　　　　（申込用紙が必要な方は Faxにてご連絡下さい）
　　　　　コヴィディエン ジャパン株式会社
　　　　　サージカルデバイス事業部
　　　　　エンドメカニカル東京営業 1課　才田 光星　宛
　　　　　　　Fax：03-5717-1279　Tel：03-5717-1241

当番世話人：小嶋　一幸　　東京医科歯科大学低侵襲医学研究センター
事務局：関東腹腔鏡下胃切除研究会
　　　　ホームページ http://kanto-lag.kenkyuukai.jp
　　　　〒 113-8519　東京都文京区湯島 1-5-45
　　　　東京医科歯科大学低侵襲医学研究センター内
　　　　事務局幹事：小嶋 一幸（E-mail ：k-kojima.srg2@tmd.ac.jp）

第 20 回 関東腹腔鏡下胃切除研究会 実技講習会
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日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月 日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月 845

会　期：2013年 3月 2日（土）　11：30～19：00
会　場：ウインクあいち　（名古屋市中村区名駅 4-4-38　http://www.winc-aichi.jp/）
目　的： 腹腔鏡下アドバンス胆道手術．総胆管結石手術，先天性胆管拡張症や胆道癌に対する胆管切除

や胆管消化管吻合術などの手技向上と普及．
対　象：医師，医療関係者
定　員：なし
参加費：5,000円
開催概要： ビデオ供覧討論（総胆管結石，先天性胆管拡張症），特別講演（二村雄次，愛知県がんセン

ター），ランチョンセミナー（宇山一朗，藤田保健衛生大学）， 詳細は HP（http://www.
labs-m.com）をご覧ください．

お問い合わせ： 第 2回腹腔鏡下胆道手術研究会（LABS）事務局
〒 466-8650　名古屋市昭和区妙見町 2-9 
担当：名古屋第二赤十字病院 外科　　長谷川洋，法水信治 
TEL：052-832-1121　FAX：052-832-1130 
E-mail：hasegawa@nagoya2.jrc.or.jp

主　催：腹腔鏡下胆道手術研究会（代表：徳村弘実，長谷川洋）

第 2回 腹腔鏡下胆道手術研究会
（laparoscopic advanced biliary surgery meeting, LABS meeting）

　関連学会・研究会の会告掲載をお受付いたします．代表者名・日時・開催会場・事務局な
ど，必要な掲載内容を A4判紙 1枚にまとめ，下記「日本内視鏡外科学会雑誌」編集室まで
お送りください．
　なお掲載料金は掲載後，日本内視鏡外科学会事務局より請求させていただきます．
掲載料金：1/2頁 10,000円，1頁 20,000円
受け付け締め切り：掲載希望号（月）の前々月 25日まで
申込先：〠 113-8719東京都文京区本郷 1-28-23
　　　　㈱医学書院 医学雑誌部
　　　　「日本内視鏡外科学会雑誌」編集室
　　　　Tel：03-3817-5707　Fax：03-3815-7802　E-mail：jses＠igaku-shoin.co.jp
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日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月846 日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月

会　期：2013年 3月 23日（土）8：00～16：30
会　場：ジョンソン ･エンド ･ジョンソン（株）MIT研究センター
　　　　福島県須賀川市大桑原字夫婦坂 1番地　Phone 0248-63-2258　Fax 024-63-2271
　　　　JRご利用の場合「郡山駅」から車で 40分
　　　　航空機ご利用の場合「福島空港」から車で 30分
共　催：腹腔鏡下胃切除術研究会
　　　　ジョンソン ･エンド ･ジョンソン（株）
後　援：日本内視鏡外科学会

テーマ：腹腔鏡下胃切除術
目　的：腹腔鏡補助下胃切除術の基本手技の習得．
代表世話人：北野 正剛 （大分大学）
講　師：肥田 圭介 （岩手医科大学 医学部 外科学） 
　　　　白石 憲男 （大分大学 医学部附属地域医療学センター 外科分野） 
　　　　瀧口 修司 （大阪大学 外科学）
　　　　永井 英司 （九州大学 臨床 ･腫瘍外科）
　　　　渡部 祐司 （愛媛大学 医学部 消化管・腫瘍外科学）（五十音順）

対　象：腹腔鏡下胃切除術の導入，或いは当該術式の更なる発展を目指されている先生方
定　員：30名（1組 2～3名でお申込み下さい）
　　　　定員になり次第，締め切らせて頂きます．
参加費：￥50,000　当日現金にてお支払い頂きます．また宿泊・交通費は含まれておりません．
　　　　前日宿泊先はホテルハマツ（郡山市）を準備させて頂きます（＠ 9,900）
申込方法：参加申込書にご記入の上，下記まで FAXにてお申込み下さい．
　　　　　（参加申込書をご要り用の場合，下記までご用命下さい）
申込先：ジョンソン ･エンド ･ジョンソン（株）エチコンエンドサージェリー
　　　　プロフェッショナルエデュケーション　スペシャリスト　石塚　憲二郎　宛
　　　　Phone 03-4411-7663　Fax 03-4411-7167　e-Mail kishizu 1 @its.jnj.com

第 30 回 腹腔鏡下胃切除術 講習会
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日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月 日鏡外会誌　第 17巻　第 6号・2012年 12月 847

開催期間：2013年 4月 24日（水），25日（木）
開催会場：東京ビッグサイト 西ホール（東京都江東区有明 3-11-1）
主　　催：UBM Canon Japan G.K.
後　　援：日本医療機器産業連合会
協　　賛：日本の技術をいのちのために委員会，日本医工ものつくりコモンズ
開催概要： 5回目を迎えるアジア最大の医療機器製造・設計に関する専門展示会とセミナー．今回から

開催地を東京に移し，展示規模・分野も拡大．コンビネーション製品やバイオマテリアル，
医療機器の ICT技術等の分野で展示エリアやセミナーが新設される．

主な新設展示／新設セミナー（予定）：
　［新設展示］
　　・「BIOMEDevice（バイオメドデバイス）」エリア
　　　先端医療技術を支えるコンビネーション製品およびバイオ機能材料．
　　・「スマートヘルスケア」エリア
　　　インターネットを介した患者見守り等，モバイルヘルスケアやヘルス IT分野．
　［新設セミナー］
　　・「BIOMEDevice（バイオメドデバイス）」セミナー
　　　 コンビネーション製品や医療・医薬のクロスオーバーについての最新動向や有効技術等に関する

講演．先端医療技術に必要な生体吸収性材料，再生医療・ナノテクノロジー機能性材料等の紹介
等．

　　・「スマートヘルスケア」セミナー
　　　 次世代スマートヘルスケアの実現に向けた市場動向や最新トピック，求められる技術や今後の方

向性等を総務省，NEDO，大学教授らが講演．
問い合わせ先：MEDTEC Japan 事務局
　　　　　　　TEL：03-4360-5664／ E-mail：medtecjapan@ubm.com
公式サイトURL：http://www.medtecjapan.com

MEDTEC Japan 2013
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